
　１月７日、常陸大宮市文化センター●ロゼホール
ではたちのつどいを開催しました。令和５年度に常
陸大宮市で20歳を迎えるのは399人で、そのうち
312人がはたちのつどいに参加しました。参加者た
ちは、久しぶりに再会した友人との会話を楽しみ、
会場にはにぎわいがあふれました。
　今月号では、はたちのつどいに参加した皆さんの
フレッシュな笑顔と、代表者による「はたちの主張」
や市長からのメッセージをお届けします。

鈴木市長からメッセージ
　人生は一度きりであり、人それ
ぞれに物語があるとともに、その
主人公は皆さん一人ひとりであり
ます。これからも真っ白なキャン
バスにどのような絵を描き、それ
にどのようなストーリーをつけて

いくかはみなさん次第ということになります。どう
か悔いのない物語にしてほしいと願っております。

　中学・高校では行動するこ
とに自信が持てませんでした
が、大学生になり、自分で選
択し、行動することの大切さ、
楽しさを知りました。勇気を
出して色々なことに参加し、
そのおかげで少しずつですが、
新しい自分に変わることがで

きていると感じます。まだ未熟だからこそ、新しい
ことに挑戦できるのだと思います。これからも新し
い道に積極的に踏み込んでいきたいと思います。

　これまで、苦難があったと
き、家族の温かい支えがあっ
たからこそ乗り越えてくるこ
とができました。この先、今
まで経験したことのないよう
な大きな壁に直面するかもし
れません。そんな時は、自分
の最大限の力で立ち向かって
みたいと思います。そして今度は私が家族に恩返し
をする番です。私以外の誰のものでもない、私の人
生を自分らしく生きていきたいと思います。

コーディネート一番のポイン
トである金と黒の袴にあわせ
て白の羽織をチョイス！

高い身長を生かした、かっこい
いコーディネートを目指して選
んだ白と黒の振袖が印象的！

色違いのスーツで仲良く参
加。「他の人と被らないように
相談して決めてきました！」

はたちの主張

Pick Up!Pick Up!

はたちのつどいはたちのつどい特
集
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